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2023年版
断熱材　推奨部品申請書
推奨基準を満たしていることを確認し、下記の部品を「環境共生住宅推奨部品」に登録申請いたします。
　　
	年月日
	

	社名
	

	担当部署
	


	●担当者

	
	役職
	

	
	氏名
	

	
	住所
	〒　　　　　　　　


	
	電話番号
	

	
	FAX番号
	

	
	メールアドレス
	


	●会員区分

	□正会員　　　　　　□情報会員　　　　　　□会員関連会社　　　　　　□会員外


　　※該当する区分を■としてください。
■申請部品情報
該当するものを■としてください。
記載いただくＨＰアドレスは直接リンクを張ってもよいアドレスにしてください。
原則として、会社のトップと部品を紹介しているページへの直接リンクを致します。
取得済み適合規格については、取得している規格名と認定番号等を記載してください。なお、ＨＰには取得済みの適合規格があるかどうかの記載のみで、具体の適合規格と認定番号は掲載されません。
●ホームページに掲載される内容
	御社トップページ
のアドレス
	


	種類
	□グラスウール　　　　 □ロックウール □セルロースファイバー
□ポリエステル断熱材　 □羊毛断熱材　 □ビーズ法ポリスチレンフォーム
□押出法ポリスチレンフォーム　　　　　□硬質ウレタンフォーム
□高発泡ポリエチレン　 □フェノールフォーム
□その他（　　　　　　　　　　　）

	部品名
	

	部品を紹介
している
ＨＰアドレス
	

	適用範囲
	□新築　　　　□リフォーム　

	取得済みの
適合規格
（認定番号）
	


●備考（ホームページには掲載されません。部品の特徴など必要に応じて記入してください）
	製品の写真
	

	備考
	


●適合状況を確認する内容：ＨＰには掲載されません。
社名　　：　　　　　　　　　　　　　　　　

部品名称：　　　　　　　　　　　　　　　　
	推奨基準への適合状況　　※該当する性能を記載してください。
登録申請のためにはすべての基準を満たす必要があります。

	推奨基準
	確認すべき事項
右　性能欄に記載する内容
	当該部品が該当する性能

	１．省エネルギー・脱炭素化のため、下記の全てを満たしていること。
①断熱性能が優れ、「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能に関する技術情報（住宅）」の「熱貫流率及び線熱貫流率（付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等）」に示されている熱伝導率を超えないこと。
②断熱性能の耐久性が確認できていること
	①「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能に関する技術情報（住宅）」の「熱貫流率及び線熱貫流率（付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等）」に示されている熱伝導率
②性能が確保されるための取り組み内容等
	

	２．３Ｒの推進のため、廃棄物の発生抑制を目的とし、下記のいずれかを満たしていること。
①主要部材について、リサイクル材を使用していること。
②主要部材についてリサイクル可能な材料を使用し、その材料ごとに分離を可能にしていること。
③梱包材料について、削減や再生資源を使用していること。
④産業廃棄物広域認定制度を取得していること。
⑤生産工場がISO14001認証を取得していること。

⑥その他、部品のライフサイクル各段階で３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の取り組みを実施していること。
	①リサイクル材料の種類と使用部位、可能であれば使用量
②リサイクル可能な材料の種類と使用部位、材料ごとの分離方法
③取り組み内容
例：部分的な梱包とし使用量を削減している。梱包材料を段ボールなどリサイクル可能な材料に統一している。など
④⑤認定・認証番号
⑥取り組み内容
	

	３．地球環境の汚染防止のため、下記を満たしていること。
発泡プラスチック系は代替フロンも含めて、フロンを使用しないこと。
	・発泡に用いるガスの種類
・ガスのオゾン層破壊係数
・ガスの地球温暖化係数
	

	４．地域環境の汚染防止のため、下記を満たしていること。
　防蟻剤を使用している場合等、地域環境の汚染防止に対するより積極的な取り組みがあること。
	○取り組み内容
　例：・第三者機関による安全性の確認を取得している。
　　　・業界団体等の自主規定、規格等の認定・登録制度を取得している。（木材保存剤等認定制度など。）
	

	５. 室内環境の汚染防止のため、下記の全てを満たし、厚生労働省が室内濃度指針値を定めた13物質を極力使用しないこと。

①グラスウール、ロックウール、フェノール樹脂系は、ホルムアルデヒドについて、規制対象外（F☆☆☆☆、大臣認定取得等）であること。

②クロルピリホス、トルエン、キシレン、エチルベンゼンは、不使用であること。

③テトラデカン、スチレン、アセトアルデヒド、ダイアジノン、フェノブカルブ、パラジクロロベンゼン、フタル酸ジ-ｎ-ブチル、フタル酸ジ-2-エチルヘキシルについては、使用か不使用を確認していること。
	※ホルムアルデヒド以外の物質についての記載内容は確認方法によって異なる。
※SDSによって確認した場合は、SDSを添付する。

■方法１の場合
①-1　 確認対象とした主要構成部材は何かを明記する。
①-2　 ホルムアルデヒド発散建築材料か否か、ホルムアルデヒド発散建築材料の場合は、規制対象外の内容を記載。
②③-1 ホルムアルデヒドを除く12物質の使用の有無は、SDSの記載で確認する。SDSに未記載の場合は不使用とみなす。

②③-2 確認したSDSは、部品全体のものか、部品を構成する材料ごとのものかを明記する。

■方法２の場合
①-1　 確認対象とした主要構成部材は何かを明記する。
①-2　 ホルムアルデヒド発散建築材料か否か、ホルムアルデヒド発散建築材料の場合は、規制対象外の内容を記載。
②③-1 クロルピリホス、テトラデカン、スチレン、アセトアルデヒド、ダイアジノン、フェノブカルブ、パラジクロロベンゼン、フタル酸ジ-ｎ-ブチル、フタル酸ジ-2-エチルヘキシルの使用の有無は、SDSの記載で確認する。SDSに未記載の場合は不使用とみなす。

②③-2 なお、確認したSDSは、部品全体のものか、部品を構成する材料ごとのものかを明記する。

②③-3 トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの放散速度が4VOC放散速度基準（建材からのVOC放散速度基準に関する表示制度運用に係わる基本的事項／(一社)日本建材・住宅設備産業協会 平成20年10月3日制定、2020年6月5日改訂）以下であること。

②③-4 測定対象範囲を明確にする。小型チャンバー法により個別の材料を測定しているのか、大型チャンバーで部品全体を測定しているのかなど。
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